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神経病院
〒 183-0042

東京都府中市武蔵台二丁目６番１号

電話　042-323-5110

病院の
概要

■ 診療科目
脳神経内科　神経精神科　神経小児科　脳神経外科　神経眼科　神経耳科　リハビリテーション科　
神経放射線科　麻酔科　歯科

■ 連携施設となる診療科　（括弧内は東京医師アカデミーにおける基幹施設病院）
・内科		    （広尾 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩総合 / 多摩南 / 大久保 / 多摩北 / 荏原）
・小児科	   （墨東）
・麻酔科　　	   （広尾 / 大塚 / 駒込 / 墨東 / 多摩総合 / 東部 / 荏原 / 豊島）
・耳鼻咽喉科　　（多摩総合）
・病理科　　	   （多摩総合）
・放射線科　　	   （駒込 / 多摩総合）
・総合診療科　	   （多摩総合）

脳神経系疾患に対する内科系および外科系臨床科を網羅した高度専門病院です。神経疾患に特化した専門

病院としては国内最大規模を誇ります。有床標榜科は脳神経内科・脳神経外科・神経小児科・神経眼科・

神経耳科・麻酔科であり、これに神経精神科・リハビリテーション科・神経放射線科・歯科を加えた 10 の

診療科があります。

稼働病床 296 床のうち、脳神経内科が 218 床を占め、35 名の脳神経内科医（うち神経内科専門医 26 名）が、あらゆる神

経疾患の診療にあたっています。また神経救急医療から慢性期ケア、終末期緩和治療、病理解剖に至るまで神経疾患に関す

る高度専門医療を提供しています。

さらに、地域連携・多職種連携による切れ目のない神経難病診療を特徴としています。地域療養支援室を中心とした往診制度

により、患者を長期にわたってフォローできる他、院内の多職種チームが摂食嚥下や呼吸器装着などをサポートしています。

（集合写真）
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臨床研修委員会委員長からのひとこと

私たち神経病院は、脳神経内科だけで 7 病棟・200 床以上もある、世界でも有数の神経専門
病院です。毎週 40 ～ 50 名の神経難病患者さんが入退院し、脳炎やギラン・バレー症候群で集
中治療を行う急性期の患者さんも大勢います。また、診断や初期治療から呼吸器装着、リハビ
リテーション、在宅診療、終末期緩和ケア、病理解剖まで、神経難病のすべてを自分の目で確
かめることができます。そのため神経内科専門医試験の合格率はほぼ 100% です。

神経病院での後期研修は、大学とも一般病院とも異なる「第３の道」です。まず、人気の研
修施設である東京医師アカデミーの各病院を基幹施設とする内科専門研修プログラムに所属で
きるのが、大きなメリットの一つです。また、神経病院には学閥はなく、勤務時間や当直業務は
既定の範囲内です。さらに、病床数、専門医数、指導医数は全国最大規模ですので、格段に豊
富な症例を経験できます。そして、神経生理、神経病理、放射線診断、高次機能、筋疾患、免
疫性疾患などの専門家が指導にあたりますので、国際学会や論文執筆を誰もが経験できます。

後期研修を修了した後は、当院で働きながら東京都医学総合研究所で研究し、医学博士号を
目指す道の他、故郷の大学院に進む先生も数多くいます。東京は初めてという方や女性の先生も、
心配なさらずご応募ください。皆さんの期待を裏切らない研修ができるはずです。当院での研修
を心よりお待ちしております。

脳神経内科部長
蕨　陽子

臨床研修委員会委員長及びシニアレジデントのひとこと

シニアレジデントからのひとこと

内科新専門医制度の開始に伴い、私は卒後 3 年目に多摩総合医療センターで内科ローテートし、
卒後 4 年目から 6 年目まで神経病院で脳神経内科を主とした研修を行いました。

もともと脳神経内科志望で、初期臨床研修時代に神経病院の見学に訪れたことを契機に当院
での研修に興味を持ちました。見学の際、あるいは研修開始後に感じた当院の研修メリットは複
数あります。

一つはやはり神経疾患専門病院として国内随一の病床数とそれに支えられた豊富な症例かと思
います。脳神経内科は多岐の分野に渡る多疾患を対象とし、その診断、治療に難渋することを少
なからず経験します。その際に教科書や文献検索で得られた知識よりも、過去に類似症例を実
際に診療した経験は非常に有用で、そういった観点からも豊富な症例を身をもって経験できるほ
か、カンファレンスの場などで間接的にも実際の症例に基づき学習できる機会の多い当院は研鑽
の場として非常にメリットがあると思います。

加えて病床数のみならず、脳神経内科の医師数においても当院の規模は大きく、単科の中で各
専門分野に秀でた先生方から指導を受けられる当院は、国内でも希少な施設ではないでしょうか。
また、神経疾患に関連した他科医師との綿密な連携や、神経疾患診療に精通したコメディカルの方々
との交流を通じて多角的に脳神経内科医としての成長ができる環境ではないかと感じています。

私自身まだ脳神経内科医として未熟ですが、そういった環境や周囲の方々の支えのもと有意義
な研修ができていると切に感じています。神経分野に興味がある方は、ぜひとも当院に見学にい
らして下さい。お待ちしています。

脳神経内科
令和３年度修了生

興津　雅人

（院内修了式） （講義風景）




